
中学校・第1学年・技術分野・内容「Ｂ生物育成の技術」
生物育成の技術によって地域の問題を解決しよう①

事例の概要

ICT活用のポイント

育成を目指す資質・能力
・生活や社会に果たす役割や影響に基づいた生物育成の技術の概念の理解（知識及び技能）
・生物育成の技術を評価し，適切に選択，管理・運用する力（思考力、判断力、表現力等）
・よりよい地域社会の構築に向けて，生物育成の技術を工夫し創造していこうとする態度（学びに向かう力、人間性等）

生物育成の技術を工夫し創造していこうとする態度を涵養することができる
よう，学習の成果の価値や自らの成長に気付かせ、次の学びに主体的に取
り組む態度を育む「主体的な学び」の視点で授業の改善を図るために、プレゼ
ンテーションソフトを用いて「学習のまとめ」を作成するとともに、以前学習した
内容において同一の形式で作成し保存していたものと比較する。
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・ 本事例は、内容「Ｂ生物育成の技術」について、第1学年で「生物育成の
技術によって地域の問題を解決しよう」という題材で学習する最後の部分で
ある。
・ 学習活動の概要は以下のとおり。
① これまでの学習を踏まえて、以下についてプレゼンテーションソフトを用い
て整理する。
・ 生物育成の技術と生活や社会との関係
・ 生物育成の技術とはどのようなものか（生物育成の技術の概念）
・ 地域社会の発展のために、今後求められる生物育成の技術と、それを
考えた時の自分の気持ち

② 1年の前半で学習した内容「Ａ材料と加工の技術」の「学習のまとめ」と
今回の「学習のまとめ」の内容を比較し、自分の技術についての考えや意
識がどのように変わったかを確認し、必要に応じて①で整理したものを修正
する。



【指導上の課題】
・ 技術分野の内容Ａ～Ｄは全て「生活や社会を支える技術」、「技術に
よる問題の解決」、「社会の発展と技術」の3つの要素で構成されている。
各内容の最後の「社会の発展の技術」では、学びに向かう力、人間性等
の目標として「技術を工夫し創造していこうとする態度」が設定されている
が、技術が高度化しブラックボックス化している現代社会を生きる子供たち
には、この態度を涵養することが難しい。
【授業改善の方策】
・ 全ての内容の「社会の発展と技術」で使用する「学習のまとめ」を、プレゼ
ンテーションソフトを用いて同一の形式で作成し、保存しておくようにした。
これを作成することで、学習したことが実際の生活や社会における技術
による問題の解決と同様の価値があることを認識し、次の学びや技術の
工夫創造に向かう態度が涵養される。さらに、以前学習した内容の「学
習のまとめ」と、今回の「学習のまとめ」の記述内容を比較することで、学
習の深まりや成長を自覚することも期待できる。
（ICTの特性：時間を問わずに，画像・データ等を蓄積・送受信できる）

【内容「Ｂ生物育成の技術」の学習のまとめ】

【活用したソフトや機能】：プレゼンテーションソフト

【内容「Ａ材料と加工の技術」
の学習のまとめ】
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※プレゼンテーションソフトの操作に関する知識及び技能は小学校において既に習得している。


